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閉へ

い
そ
く塞
性
動
脈
硬
化
症
治
療

の
第
一
歩
は
、
禁
煙
と
話
し

ま
し
た
。
禁
煙
や
糖
尿
病
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
、
ヒ
ト
の
血
管

が
元
来
持
っ
て

い
る
回
復
力
を

十
分
に
発
揮
す

る
条
件
で
す
。

　
点
滴
や
内
服

薬
、
運
動
だ
け

で
、
八
割
く
ら

い
の
人
は
、
閉
塞

性
動
脈
硬
化
症

に
よ
る
間
欠
性

跛は

こ

う行
の
症
状
が
軽
く
な
り
ま

す
。
私
た
ち
外
科
医
は
足
の

血
の
巡
り
を
良
く
す
る
た
め

に
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
や
バ

イ
パ
ス
手
術
を
し
ま
す
。
手

術
直
後
か
ら
劇
的
に
血
の
巡

り
が
良
く
な
り
、「
症
状
」が

軽
快
し
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
症
状
が
な
く

な
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う

か
？
　

　
が
ん
な
ど
の
手
術
で
は
、

悪
い
物
を
取
り
除
い
て
い
ま

す
が
、
血
管
外
科
の
手
術
で

は
動
脈
の
詰
ま
っ
た「
原
因
」

を
取
り
除
い
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
、
生

活
習
慣
を
改
め
、
動
脈
が
詰

ま
っ
て
し
ま
っ
た
要
因
を
少

な
く
し
な
い
と
、
ま
た
詰

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
詰
ま
っ
た
ら
ま

た
手
術
を
す
れ
ば
良
い
の
で

し
ょ
う
か
？
　

　
足
の
細
い
動
脈
が
詰
ま
っ

た
時
に
は
、
代
用
に
自
分
の

表
在
静
脈
（
深
部
静
脈
血
栓

症
の
時
に
話
し
ま
し
た
）
を

動
脈
と
し
て
使
い
ま
す
。
つ

ま
り
使
え
る
静
脈
に
限
り
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
血

の
巡
り
を
良
く
し
な
い
と
、

足
が
腐
る
段
階
ま
で
病
気
が

進
行
し
た
時
に
静
脈
が
な

か
っ
た
ら
、
切
断
し
か
方
法

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
は
、

治
療
で
治
る「
病
気
」で
は
な

く
、
血
管
の「
老
化
」が
他
の

人
よ
り
進
行
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
、
つ
ま
り
一
生
付

き
合
っ
て
い
く
病
気
で
す
。

　
禁
煙
、
保
存
的
療
法
か
ら

開
始
し
て
、
血
管
を
傷
つ
け

な
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け

た
上
で
、
病
状
の
悪
化
に
応

じ
て
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
、

バ
イ
パ
ス
手
術
を
使
い
分
け

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
れ
を
考
え
て
い
る
の
が
心

臓
外
科
や
循
環
器
内
科
で
は

な
い「
血
管
外
科
」で
す
。

生
活
習
慣
の
改
善
必
須

௬
࿧
Ʉ
ॠ
ࠣ!

ෳ
౺
ȧ
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錦見 尚道先生
（にしきみ・なおみち）

名
古
屋
市
生
ま
れ
。東
海

高
校
、名
古
屋
大
学
医
学

部
卒
業
。大
学
院
終
了

後
、米
国
留
学
。桐
生
厚

生
総
合
病
院
で
研
修
中
に

血
管
外
科
を
志
望
。名
古

屋
第
一
赤
十
字
病
院
血

管
外
科
部
長
。

閉塞性動脈硬化症㊦

　
名
古
屋
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
。
中
央
を
市
電
が
行
く
。
手

前
に
青
年
像
、後
方
に
噴
水
。
奥
は
大
名
古
屋
ビ
ル
ヂ
ン
グ
。

屋
上
に
森
永
製
菓
や
三
菱
電
機
の
広
告
。
入
居
す
る
東
海
、

大
和
、
神
戸
の
各
銀
行
名
が
時
代
を
映
す
。

　
撮
影
は
一
九
七
二
（
昭
和

四
十
七
）
年
二
月
二
十
七
日
。
名
鉄

百
貨
店
本
館
か
ら
の
俯ふ

か

ん瞰
だ
。
言

わ
ず
と
知
れ
た
名
古
屋
の
表
玄
関
。

市
電
は
三
七
年
に
こ
こ
へ
乗
り
入

れ
、
三
十
五
年
間
活
躍
し
た
。
余

命
わ
ず
か
二
日
間
。
惜
別
の
思
い
を
か
み
し
め
た
。

　
道
標
で
も
あ
っ
た
青
年
像
。
掲
げ
た
右
手
に
方
位
針
が

あ
っ
た
。「
裸
像
に
褌

ふ
ん
ど
し

。
？
　
当
局
捜
査
」。
あ
る
日
の
記
事

が
話
題
を
独
占
し
た
。
姿
が
消
え
た
の
は
市
電
廃
止
の
十
二

年
後
。
今
は
名
城
公
園
で
ひ
っ
そ
り
暮
ら
す
。

 

（
中
日
新
聞
・
木
村
昭
彦
）
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